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楽しく過ごすためのしおり
冬休み

冬休み期間

小学校・中学校／12月23日㈮～１月15日㈰ 弟子屈高校／12月22日㈭～１月15日㈰

命を大切にしよう　生活のリズムを守ろう
非行を起こさないようにしよう　事故には十分に注意しよう

▼ �外出するときには、帰宅時間や行き先を保護

者に必ず伝えましょう。

▼ �学校で禁止されている場所（ゲームセンターや

カラオケボックスなど）には出入りをしないよ

うにしましょう。

▼ �軒下や雪山、河川や湖の立ち入り禁止区域など、

危険な場所には行かないようにしましょう。

▼ �帰宅時間を守りましょう。

　（小学校・中学校・高校で異なります）

▼ �小中学生のみでの外泊は禁止です。

▼ �学習にも計画的に取り組み、苦手な範囲を復

習しましょう。

町民の皆さんへ
　子どもたちが待ちに待っていた冬休みが、いよいよ始ま
ります。長期の休みでは、普段は経験することができない
取り組みを通して、自分自身を高めるチャンスです。しか
し、解放感から不規則な生活になったり、不適切な行為に
走ったりする恐れがあります。また、活動の範囲が広がる
ため、事件・事故に巻き込まれる可能性も高まります。
　子どもたちにとって、この冬休みが楽しく、実り多きも
のになるとともに、地域の一員として皆さんと関わり合う
中で、人と人との絆を強めていってもらいたいと願ってい
ます。
　皆さんには見守りの輪を広げ、時には声をかけていただ
けるとありがたく思います。地域の子どもたちに関心を
持っていただき、ご協力いただけるよう、よろしくお願い
します。

弟子屈町生徒指導連絡協議会・町教育委員会

弟子屈小学校☎４８２‐２０４４　川湯小学校☎４８３‐２０４１　　和琴小学校☎４８４‐２０６１　

美留和小学校☎４８２‐１０９７　奥春別小学校☎４８２‐４８１９　弟子屈中学校☎４８２‐２０７１

川湯中学校　☎４８３‐２３３７　弟子屈高校　☎４８２‐２２３７ 　　　　　　　　　　　　　　　

町・弟子屈防犯協会・川湯防犯協会・弟子屈町少年補導委員会

弟子屈警察署☎４８２‐２１１０　　川湯駐在所☎４８３‐２１５１
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生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
便
り

　

今
年
度
、本
協
議
会
で
は
、本
町
の
児
童
・
生

徒
を
対
象
に
情
報
端
末
機（
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）・
ゲ
ー
ム
）の
利
用
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
の「
情
報
通
信
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
時

間
と
情
報
行
動
に
関
す
る
調
査
」（
平
成
27
年
）に

よ
る
と
、ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
率

は
全
年
代
で
年
々
増
加
し
、特
に
10
代
の
ス
マ

ホ
利
用
率
は
前
年
に
比
べ
13
・
４
％
増
の
85
％

と
、
初
め
て
８
割
を
上
回
っ
た
そ
う
で
す
。ま

た
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
は
ラ
イ
ン（
無
料

通
信
ア
プ
リ
）が
最
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、10
代

で
77
％
、
20
代
で
92
％
が
利
用
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ（
無
料
動
画
サ
イ
ト
）は
10
代
で
87
・
１
％
、20

代
で
90
％
が
利
用
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。わ

れ
わ
れ
が
10
～
20
代
の
こ
ろ
と
現
在
の
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
、大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。今
や
ネ
ッ
ト
問
題
は
全
国
・

全
道
的
な
教
育
課
題
で
あ
り
、
こ
こ
弟
子
屈
町

で
も
決
し
て
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

入
学
や
進
級
に
合
わ
せ
て
、
お
祝
い
や
緊
急

連
絡
用
と
し
て
ス
マ
ホ
を
与
え
る
ご
家
庭
は

少
な
く
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
つ
な
が
る
端
末
を

持
っ
て
い
る
子
ど
も
が
多
い
こ
と
は
意
外
と

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。具
体
的
に
は
、
携
帯
ゲ

ー
ム
機
や
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、据
え
置
き

型
ゲ
ー
ム
機
や
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
が

あ
り
、
ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
が
な

い
か
ら
と
い
っ
て
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

　

無
料
通
信
ア
プ
リ
で
の
や
り
取
り
が
も
と

で
友
達
関
係
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。ス
マ
ホ
や
携
帯
ゲ
ー
ム
機
な
ど

で
は
簡
単
に
写
真
や
動
画
が
撮
れ
る
た
め
、気

軽
に
静
止
画
を
投
稿
し
た
り
、動
画
を
配
信
し

た
り
す
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。少
し
で
も
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
う
た
め
に
行
動
が
過
激
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。個
人
情
報
が
さ
ら
さ

れ
て
悪
用
さ
れ
た
り
、そ
の
こ
と
が
原
因
で
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
危
険
性
も

あ
り
ま
す
。ま
た
、
ネ
ッ
ト
依
存
に
よ
る
生
活

リ
ズ
ム
の
乱
れ
な
ど
、多
く
の
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。ま
ず
は
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
実

態
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
。学
校
は
、
い
か
に
ネ
ッ
ト
社
会

と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
か
、情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
す
。た

だ
、端
末
を
利
用
し
て
い
る
時
間
の
多
く
は
家

庭
に
戻
っ
て
か
ら
で
す
。家
庭
教
育
の
役
割
も

大
変
重
要
で
す
。教
育
行
政
機
関
や
警
察
、
電

話
会
社
と
も
連
携
し
な
が
ら
、ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
が
、わ
れ
わ

れ
大
人
の
責
務
で
す
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め

に
、弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
の
活
動

推
進
に
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

川
湯
中
学
校
で
は
学

校
祭
が
10
月
に
開
催
さ

れ
、
演
劇
・
合
唱
に
加
え
、

今
年
度
は
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
団
旗
制
作

を
行
い
ま
し
た
。制
作
し

た
団
旗
は
次
年
度
の
体

育
大
会
に
使
わ
れ
ま
す
。

初
め
て
の
取
り
組
み
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
計
画
か

ら
制
作
ま
で
子
ど
も
た

ち
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
一
生
懸
命
活

動
し
ま
し
た
。

　

少
人
数

の
学
校
の

た
め
、
学

校
祭
は
午

前
中
で
終

了
し
ま
す

が
、
午
後

か
ら
は
ア

フ
タ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

子
ど
も
を
守
る
た
め
に

町内団体の取り組みを紹介

～川湯中学校～

白団の団旗

協議会から

　12月を迎え、今年もあとわずか
となりました。皆さん、いかがお
過ごしでしょうか。
　この便りも各方面のご協力を
賜り、はや７号の発行となりまし
た。毎回ご協力をいただきありが
とうございます。
　生徒指導連絡協議会の理念で
ある「町民が一体となって、児童・
生徒の健全育成に関わっていく」
ことに主眼を置き、今後も関係各
団体からの情報発信や、町民の皆
さんへの情報提供をしていきた
いと考えています。
　ついては今後とも、協議会の活
動にご意見やご助力をいただけ
れば幸いです。弟子屈の子どもた
ちのためにも、町民の皆さんから
積極的に事務局までご提案をい
ただけるとうれしい限りです。
　どうぞよろしくお願いいたし
ます。

問い合わせ先／弟子屈町生徒指導連絡協議会　事務局（弟子屈中学校）☎４８２‐２０７１

12月１日 
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弟
子
屈
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協
議
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副
会
長 

小
原 

正
寿（
奥
春
別
小
学
校
小
学
校
長
）

バ
ル
を
行

い
、
自
由

発
表
で
盛

り
上
が
り

ま
し
た
。

ま
た
、
学

校
祭
の
期

間
中
は
、

書
記
局
を

中
心
に
Ｋ

ａ
ｗ
ａ
ｃ
ｈ
ｕ　

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　

Ｓ
ｃ

ｈ
ｏ
ｏ
ｌ　

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を

紙
に
書
い
て
伝
え
合
う
活
動
を
行
い
ま

し
た
。昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、川

中
の
新
た
な
良
き
伝
統
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
取
り
組
み
で
す
。

　

現
在
は
後
期
書
記
局
委
員
会
が
発
足

し
、
１
・
２
年
生
を
中
心
と
し
た
新
体
制

が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。こ
れ
か
ら
の

川
湯
中
学
校
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
、
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

赤団も工夫を凝らして


